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様式２

保健領域の目標等について

【教科の目標】

心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して、生涯にわた

って運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り、楽しく明

るい生活を営む態度を育てる。

【学年・領域等の目標など】

［第３学年及び第４学年］

(3) 健康な生活及び体の発育・発達について理解できるようにし、身近な生活において健康で安全な

生活を営む資質や能力を育てる。

［第５学年及び第６学年］

(3) 心の健康、けがの防止及び病気の予防について理解できるようにし、健康で安全な生活を営む資

質や能力を育てる。

【参考】

○ 保健については、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し改善していく資質や能力を育成するた

め、一層の内容の改善を図る。その際、小・中・高等学校を通じて系統性のある指導ができるよう

に、子どもたちの発達の段階を踏まえて保健の内容の体系化を図る。また、生活習慣の乱れやスト

レスなどが健康に影響することを学ぶことが重要であり、健康の概念や課題などの内容を明確に示

すとともに、心身の発育・発達と健康、生活習慣病などの疾病の予防、保健医療制度の活用、健康

と環境、傷害の防止としての安全などの内容の改善を図る。特に、小学校低学年においては、運動

を通して健康の認識がもてるよう指導の在り方を改善する。

○ 標準授業時数

第３学年－１０５単位時間 第４学年―１０５単位時間

第５学年－ ９０単位時間 第６学年― ９０単位時間
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様式３

番 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名発行者の番号・略称
号

観 ２・東書 第3,4学年 保健331 新編 新しいほけん３・４
点 第5,6学年 保健531 新編 新しい保健５・６

○ 各学年の目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上げられてい
る。

取 第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」については、健康に過ごすための１日の生活につ
扱 いて考えたり、身の回りの環境の整え方について考えたりする活動を通し

、 、 。内 て 健康の大切さを認識するとともに 健康によい生活について理解する
容 「育ちゆく体とわたし」については、入学してから現在までの自分の身

長を調べたり、思春期における体の変化について調べたりする活動を通し
て、体の発育・発達について理解する。

第5,6学年～ 「心の健康」及び「けがの防止」については、心と体が影響し合ってい
ることについて考えたり、犯罪が起こりやすい場所について考えたりする
活動を通して、心の発達及び不安、悩みへの対処やけがの防止について理
解する。

「病気の予防」については、感染症や生活習慣病の予防の仕方について
考えたり、喫煙や飲酒が健康に及ぼす影響について調べたりする活動を通
して、病気の予防について理解する。

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り上げ
られている。
第3,4学年～ 事例を基に生活習慣や身の回りの環境について改善点を見付けたり、栄

養のバランスがとれた朝食のメニューを選んだりするなど、知識を活用す
る活動

第5,6学年～ 事例を基に不安や悩みへの対処の仕方やけがの防止の仕方について考え
たり、喫煙や飲酒を勧められたときの断り方を考えたりするなど、知識を
活用する活動

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
第3,4学年～ 健康によい生活の仕方について学習した後、学習したことを生かして自内

分の考えをまとめる活動を位置付け、既習事項を生かすことができるよう容
にするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫の

第5,6学年～ 身近な生活における健康・安全について学習した後、健康に関する目標構
を立てる活動を位置付け、中学校での指導に結び付けるようにするなど、成
系統的・発展的に学習できるような工夫・

排
○ 内容の分量については、次のようになっている。列
第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」は１４ページ 「育ちゆく体とわたし」は１５ペー、 、

ジであり、総ページ数は２９ページで、前回と同程度である。分
「 」 、「 」 、「 」量 第5,6学年～ 心の健康 は１０ページ けがの防止 は１８ページ 病気の予防

は２３ページにであり、総ページ数は５１ページで、前回より約４パーセ等
ント増となっている。

○ 学習に関連する資料を「まめちしき」等として掲載したり（全学年）各章末に「広げ
」 、 （ ）よう として資料ページを設け 健康に関する今日的な話題などを掲載したり 全学年

使 するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。
用
上 ○ 「考えてみよう 「話し合ってみよう」などの学習方法を提示したり（全学年 、課」、 ）
の 題の解決に結び付く視点やヒントをキャラクターの吹き出しで示したり（全学年）する
配 など、児童が主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。
慮
等 ○ 自分の身長の伸びを確認できる目もりや（第４学年 、単元ごとに学習内容の理解の）

状況をチェックできる「学習を振り返ろう」を掲載したり（全学年 、文字の書体や大）
きさを工夫したりするなど、使用上の便宜が図られている。

その他

学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、

各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
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様式３

  番

  号

観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号･番号     教  科  書  名

4・大日本
第3,4学年

第5,6学年

保健332

保健532

新版 たのしいほけん３・４年

新版  たのしい保健  ５・６年

取

扱

内

容

○☐各学年の目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上げられて
いる。
第3,4学年～☐「毎日の生活と健康」については、自分の１日の生活を振り返り、規

則正しい生活について考えたり、身の回りの環境の整え方について考え
たりする活動を通して、健康の大切さを認識するとともに、健康によい
生活について理解する。

☐ 「育ちゆく体とわたし」については、１年生から４年生までの自分の
体格の変化を調べたり、健康によい食事の内容について考えたりする活
動を通して、体の発育・発達について理解する。

第5,6学年～☐「心の健康」及び「けがの防止」については、不安や悩みに関する自
分の経験を振り返ったり、犯罪被害に遭わない行動の仕方を考えたりす
る活動を通して、心の発達及び不安、悩みへの対処やけがの防止につい
て理解する。

「病気の予防」については、生活習慣病の予防に関する自分の経験を
振り返ったり、喫煙や飲酒が健康に及ぼす影響について調べたりする活
動を通して、病気の予防について理解する。

○☐知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第3,4学年～☐健康によい生活を送るために自分が気を付けることを考えたり、思春

期の体や心が変化する時期の生活の仕方について考えたりするなど、知
識を活用する活動

第5,6学年～☐自分が不安や悩みをもったときの対処の仕方について考えたり、喫煙
や飲酒などを勧められたときの断り方を考えたりするなど、知識を活用
する活動

内

容

の

構

成

・

排

列

、

分

量

等

○☐内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
第3,4学年～☐体の変化や発育の違いについて学習した後、命の大切さを扱う発展的

な内容を位置付け、体をよりよく発育・発達させる大切さについて認識
を深められるようにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

第5,6学年～ 喫煙による健康への害について学習した後、人から勧められたときの
断り方を学習する活動を位置付け、飲酒も同様の流れで繰り返し学習で
きるようにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

○☐内容の分量については、次のようになっている。
第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」は１４ページ、「育ちゆく体とわたし」は１４

ページであり、総ページ数は２９ページで、前回と同程度である。
第5,6学年～ 「心の健康」は１２ページ、「けがの防止」は１４ページ、「病気の

予防」は２２ページであり、総ページ数は４９ページで、前回より約９
パーセント増となっている。

使

用

上

の

配

慮

等

○☐各単元の導入で、学習をナビゲートするゲームを掲載したり（全学年）、学習に
関連する資料やホームページのアドレスを「ミニちしき｣などとして掲載したり（全
学年）するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

○☐「やってみよう」、「話し合ってみよう」などの学習方法を提示したり（全学年）、
課題の解決に結び付く視点やヒントをキャラクターの吹き出しで示したり（全学年）
するなど、児童が主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。

○☐目次に学習する内容と学習の仕方の流れや（全学年）、自分の成長の変化に興味・
関心をもって学習することができるシールを掲載したり（第４学年）、色づかいや表
現を簡潔に記述したりするなど、使用上の便宜が図られている。

その他
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様式３

  番

  号

観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号･番号     教  科  書  名

207・文教社
第3,4学年

第5,6学年

保健333

保健533

わたしたちのほけん３・４年

わたしたちの保健 ５・６年

取

扱

内

容

○☐各学年の目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上げられて
いる。
第3,4学年～☐「毎日の生活と健康」については、生活リズムの見直しを考えたり、

体を清潔にするために気を付けていることを振り返ったりする活動を通
して、健康の大切さを認識するとともに、健康によい生活について理解
する。

「育ちゆく体とわたし」については、自分の体格の変化や発育の個人
差について調べたり、思春期における異性とのかかわり方について考え
たりする活動を通して、体の発育・発達について理解する。

第5,6学年～☐「心の健康」及び「けがの防止」については、不安や悩みに関する自
分の経験を振り返ったり、けがを防ぐためのめあてを考えたりする活動
を通して、心の発達及び不安、悩みへの対処やけがの防止について理解
する。

「病気の予防」については、病原体が主な要因となって起こる病気の
予防の仕方について考えたり、喫煙や飲酒などが健康に及ぼす影響につ
いて考えたりする活動を通して、病気の予防について理解する。

○☐知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第3,4学年～☐自分の生活調べを通して生活リズムを見直す点について考えたり、よ

りよい発育のために心掛けたいことを考えたりするなど、知識を活用す

る活動

第5,6学年～☐自分の学校の「校内安全点検」や地域の安全点検をしたり、自分が食

べているおやつの脂肪分や塩分の量を調べたりするなど、知識を活用す

る活動

内

容

の

構

成

・

排

列

、

分

量

等

○☐内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
第3,4学年～☐体の清潔について学習した後、手や１日着た衣類の汚れを調べる学習

を位置付け、調べたことを生かして学習内容の定着が図られるようにす
るなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

第5,6学年～☐思春期の心の健康について学習した後、友達の不安や悩みへのアドバ
イスを考える学習を位置付け、自分から他者へと考える視野を広げられ
るようにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

○☐内容の分量については、次のようになっている。
第3,4学年～☐「毎日の生活と健康」は１０ページ、「育ちゆく体とわたし」は１４

ページであり、総ページ数は２５ページで、前回と同程度である。
第5,6学年～☐「心の健康」は１０ページ、「けがの防止」は１２ページ、「病気の

予防」は２２ページであり、総ページ数は４５ページで、前回より約１
０パーセント増となっている。

使

用

上

の

配

慮

等

○☐児童が親しみやすい大人のキャラクターを用いて本文の補足をしたり（全学年）、
「情報コーナー」を設け、学習に関連する資料やホームページのアドレスを掲載し
たり（全学年）するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

○☐学習する内容に応じて「考えてみよう」、「話し合ってみよう」などの学習方法を
  提示したり（全学年）、課題の解決に結び付く視点やヒントを示したり（全学年）

するなど、児童が主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。

○☐自分の身長の伸びを確認できる目もりや（第４学年）、心の健康について課題意
識をもって学習に取り組むことができるチェック欄を掲載したり（第５学年）、文
字の書体や大きさを工夫したりするなど、使用上の便宜が図られている。

その他
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様式３

番 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名発行者の番号・略称
号

新版 小学ほけんけんこうってすばらしい ３・４年観 208・光文 第3,4学年 保健334
新版 小学保健見つめよう健康 ５・６年点 第5,6学年 保健534

○ 各学年の目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上げられて
いる。

取 第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」については、１日の生活を振り返り、生活時間表
、 、扱 を作ったり 身の回りの環境の整え方について考えたりする活動を通して

内 健康に大切さを認識するとともに、健康によい生活について理解する。
容 「育ちゆく体とわたし」については、個人による身長の伸び方の違いを

調べたり、思春期における男女の体の変化を比べたりする活動を通して、
体の発育・発達について理解する。

第5,6学年～ 「心の健康」及び「けがの防止」については、心と体の関係について考
えたり、危険を予測し、安全な行動の仕方について考えたりする活動を通
して、心の発達及び不安、悩みへの対処やけがの防止について理解する。

「病気の予防」については、病原体が主な要因となって起こる病気の予
防の仕方について考えたり、喫煙や飲酒などが健康に及ぼす影響について
考えたりする活動を通して、病気の予防について理解する。

○ 知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第3,4学年～ 自分のこれからの生活や体の清潔を保つことについて気を付けたいこと

、 、を考えたり 毎日続けられる自分に合った運動について考えたりするなど
知識を活用する活動

第5,6学年～ 身の回りにある危険から身を守るための対処の仕方について考えたり、
喫煙や飲酒などを勧められたときの断り方を考えたりするなど、知識を活
用する活動

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
第3,4学年～ 自分の生活の仕方について学習した後、食育に関する内容を位置付け、内

学習したことを実生活に生かすことができるようにするなど、系統的・発容
展的に学習できるような工夫の

第5,6学年～ 交通事故の防止について学習した後、安全な行動の仕方について学習す構
る活動を位置付け、犯罪被害の防止も同様の流れで繰り返し学習できるよ成
うにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫・

排
○ 内容の分量については、次のようになっている。列

第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」は１２ページ 「育ちゆく体とわたし」は１４ペ、 、
ージであり、総ページ数は２９ページで、前回と同程度である。分

第5,6学年～ 「心の健康」は１０ページ 「けがの防止」は１８ページ 「病気の予量 、 、
防」は２０ページであり、総ページ数は４９ページで、前回より約９パー等
セント増となっている。

○ 知っておくとためになる内容や学習に関するホームページのアドレスを掲載したり
（全学年 、健康に関する今日的な話題などを「保健の広場」として掲載したり（全）

使 学年）するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。
用
上 ○ 話し合いや記述などの学習方法をマークで提示したり（全学年 、課題の解決に結）
の び付く視点やヒントをキャラクターの吹き出しで示したり（全学年）するなど、児童
配 が主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。
慮
等 ○ 既習の内容について、確認・復習するためのマークや（全学年 、ページ下に学習）

内容のまとまりごとの区切りのマークを掲載したり（全学年 、色づかいや表現を簡）
潔に記述したりするなど、使用上の便宜が図られている。

その他

学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
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各
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、
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等
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様式３

  番

  号

観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号･番号     教  科  書  名

224・学研
第3,4学年

第5,6学年

保健335

保健535

新・みんなのほけん３・４年

新・みんなの保健 ５・６年  

取

扱

内

容

○☐各学年の目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上げられて
いる。
第3,4学年～☐「毎日の生活と健康」については、生活の仕方による心や体の調子の

変化について振り返ったり、手や下着などの汚れを調べたりする活動を
通して、健康の大切さを認識するとともに、健康によい生活について理
解する。

「育ちゆく体とわたし」については、台紙を使って自分の身長の伸び
を調べたり、給食の献立を調べたりする活動を通して、体の発育・発達
について理解する。

第5,6学年～☐「心の健康」及び「けがの防止」については、事例を基に自分の気持
ちの伝え方を考えたり、事故が起こりやすい行動について予測したりす
る活動を通して、心の発達及び不安、悩みへの対処やけがの防止につい
て理解する。

「病気の予防」については、病原体が主な要因となって起こる病気の
予防の仕方について考えたり、喫煙や飲酒などが健康に及ぼす影響につ
いて調べたりする活動を通して、病気の予防について理解する。

○☐知識・技能の習得、活用、探究への対応については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第3,4学年～ 身の回りの生活環境を整えるために自分が気を付けることを考えたり、

体がよりよく成長するために自分が実行することを考えたりするなど、
知識を活用する活動

第5,6学年～  身の回りの事故や犯罪が起こりやすい場所などを調べて、地域の安全
マップ作りをしたり、飲酒や喫煙などを勧められたときの断り方を考え
たりするなど、知識を活用する活動

内

容

の

構

成

・

排

列

、

分

量

等

○☐内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
第3,4学年～☐健康によい生活の仕方について学習した後、リズムのある生活につい

て考える活動を位置付け、学習したことを実生活に生かすことができる
ようにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

第5,6学年～☐心と体のつながりについて学習した後、思春期における不安や悩みに
ついて考える学習を位置付け、心と体のつながりについて関連を図りや
すいようにするなど、系統的・発展的に学習できるような工夫

○☐内容の分量については、次のようになっている。
第3,4学年～ 「毎日の生活と健康」は１４ページ、「育ちゆく体とわたし」は１７

ページであり、総ページ数は３３ページで、前回より約３２パーセント
増となっている。

第5,6学年～ 「心の健康」は１２ページ、「けがの防止」は１４ページ、「病気の
予防」は２５ページであり、総ページ数は５３ページで、前回より約２
９パーセント増となっている。

使

用

上

の

配

慮

等

○☐学習に関連する資料やホームページのアドレスを脚注などに掲載したり（全学年）、
学習の見通しをもてるよう単位時間の学習課題を各項目のタイトルの近くに示した
り（全学年）するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

○ 「考えてみよう」、「調べてみよう」などの学習方法を提示したり（全学年）、課
題の解決に結び付く視点やヒントをキャラクターの吹き出しで示したり（全学年）す
るなど、児童が主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。

○☐目次に健康の概念を表すイラストや（全学年）、まとめのページに学習の振り返り
や学びを生かした取組ができる「学習のまとめ」を掲載したり（全学年）、文字の書
体や大きさを工夫したりするなど、使用上の便宜が図られている。

その他


